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■ 

栄
え
過
ぎ
ず
、田
舎
過
ぎ
ず
、中
間
が
い

い
。

■ 

遊
ぶ
と
こ
ろ
と
生
活
す
る
と
こ
ろ
は
別

で
い
い
。

■ 

駅
前
が
栄
え
て
い
な
い
。駅
前
が
栄
え
て

い
る
と
街
も
栄
え
て
い
る
と
思
う
。

■ 

公
共
交
通
の
帰
り
の
時
間
が
早
す
ぎ
る
。

■ 

情
報
は
ス
マ
ホ
か
ら
。

■ 

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
で
議
会
だ
よ
り
を
貼
り
付
け
て
、

タ
イ
ト
ル
で
目
を
ひ
く
よ
う
に
し
て
は
。

■ 
イ
ン
ス
タ
は
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
獲
得
し
に

く
い
。

■ 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
若
者
は
し
て
い
る

イ
メ
ー
ジ
無
い
。

■ 

ラ
イ
ン
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
も
い
い
。

● アニメ「バジリスクー甲賀忍
法帖ー」が全国的に有名。アニ
メのファンは熱が強い。甲賀
忍者とコラボして、ご当地限
定な物があればコアなファン
は来てくれると思う。
● 貴生川駅周辺整備の完成が
2040年というのは遅すぎる。
僕たちはその時40才。この時
に実現しても今の人たちの声
は変わっている。検討中では
なく実現して欲しい。
● 子どもの数が減ってきてい
る。今の若い世代がスポーツ
で活躍していけるように、ス
ポーツの森や運動施設をもっ
と整備して、スポーツで栄え
る甲賀市を作っていけたらい
いと思う。

■ 

最
近
の
議
会
だ
よ
り
は
写
真
が
魅
力
的
。

■ 

中
も
カ
ラ
ー
で
読
み
た
く
な
る
。

■ 

ス
ー
パ
ー
・
病
院
に
置
い
て
あ
っ
て
も

素
通
り
し
て
し
ま
う
。
レ
ジ
の
横
や
サ
ッ

カ
ー
台
に
あ
れ
ば
手
に
取
り
や
す
い
。

■ 

コ
ン
ビ
ニ
は
男
性
や
若
者
は
行
く
人
が

多
い
。
主
婦
層
は
あ
ま
り
行
か
な
い
。

■ 

ラ
イ
ン
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
情
報
発

信
、
発
行
し
た
事
も
お
知
ら
せ
す
る
と

見
て
も
ら
い
や
す
い
。

■ 

主
婦
層
は
家
族
な
ど
に
影
響
力
が
あ
る

の
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
主
婦
層
に
絞
っ
た

方
が
見
る
。

■ 

外
国
人
に
も
分
か
る
よ
う
に「
や
さ
し
い

日
本
語
」を
使
っ
て
は
ど
う
か
。

■ 

全
部
は
な
か
な
か
読
め
な
い
。
興
味
の

あ
る
所
だ
け
読
む
。

■ 

一
般
質
問
の
目
次
が
見
や
す
い
。
こ
こ

で
ど
う
い
う
質
問
か
見
て
、
自
分
に
関

係
あ
る
質
問
を
読
む
。

■ 

最
近
の
議
会
だ
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は
写
真
が
魅
力
的
。
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も
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で
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と
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す
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主
婦
層
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家
族
な
ど
に
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力
が
あ
る

の
で
タ
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を
主
婦
層
に
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た

方
が
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外
国
人
に
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よ
う
に「
や
さ
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日
本
語
」を
使
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て
は
ど
う
か
。
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全
部
は
な
か
な
か
読
め
な
い
。
興
味
の

あ
る
所
だ
け
読
む
。

■ 

一
般
質
問
の
目
次
が
見
や
す
い
。
こ
こ

で
ど
う
い
う
質
問
か
見
て
、
自
分
に
関

係
あ
る
質
問
を
読
む
。

■ 

道
路
の
作
り
方
が
上
手
で
は
な
い
。
右

折
だ
ま
り
が
出
来
な
く
て
渋
滞
が
多
い
。

土
地
を
売
っ
て
も
ら
え
な
い
の
か
な
。

■ 

高
齢
者
が
バ
ス
に
乗
る
時
、
大
型
バ
ス

は
ス
テ
ッ
プ
が
高
く
て
乗
れ
な
い
。

■ 

バ
ス
停
が
遠
く
、
せ
っ
か
く
無
料
乗
車

券
を
も
ら
っ
て
も
乗
れ
な
い
。
要
介
護

の
人
は
介
護
タ
ク
シ
ー
が
あ
る
が
、
自

分
で
行
け
る
人
が
困
っ
て
お
ら
れ
る
。

■ 

免
許
返
納
さ
れ
る
人
も
多
く
な
っ
て
い

る
の
に
、
代
り
の
交
通
手
段
が
な
い
。

■ 

バ
ス
と
電
車
の
乗
継
が
不
便
。
す
ご
く

時
間
が
か
か
る
。

■ 

甲
賀
市
が
何
を
し
て
い
る
か
、
市
全
体

の
情
報
が
分
か
ら
な
い
。
も
っ
と
P
R

し
て
欲
し
い
。

■ 

ま
る
ー
む
は
使
い
や
す
い
。
勉
強
の
出

来
る
場
所
が
市
内
に
は
無
い
の
で
、「
ま

る
ー
む
で
出
来
る
」と
い
う
情
報
が
ぱ
っ

と
広
が
っ
た
。

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

甲
賀
市
に
つ
い
て

次代を担う若者たちの声、想い、目線を知りたいと、モニター会議第３弾を
開催。成人式実行員会のメンバー４人が本気トークしてくれました。
広報担当議員も甲賀市のこれからに〝もっといける！〟と手ごたえを感じる
セッションになりました。
若者モニター会議（通称・若モニ会議）の様子をご紹介します。

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

甲
賀
市
に
つ
い
て

くのモニ会議くのモニ会議

アンケート結果
市議会のことについて
どんな議員がいるか
　　知っている　１　／　知らない　６
いつ議会が行われているか
　　知っている　０　／　知らない　７
市議会の議場がどこにあるか
　　知っている　２　／　知らない　５

若者モニター・女性モニター会議
参加者７名　

若モニ会議若モニ会議若モニ会議

僕等の一言

いつもきちんと現実を見つめてる女性の
方々のご意見をお聴きしました。モニター
会議第４弾は女性くの一モニター会議（通
称・くのモニ会議）です。
やはり女性の視点は重要だと実感する時
間となりました。
くのモニ会議の様子をご紹介します。

いつもきちんと現実を見つめてる女性の
方々のご意見をお聴きしました。モニター
会議第４弾は女性くの一モニター会議（通
称・くのモニ会議）です。
やはり女性の視点は重要だと実感する時
間となりました。
くのモニ会議の様子をご紹介します。

ＳＮＳで使っているものは？
ＬＩＮＥ　　　　７
フェイスブック　１
インスタグラム　５
ツイッター　　　５

市議会だよりについて
知らなかった １
知っていたが、読んだことはない ３
読んだことがあった ３

普段情報を得ているメディアは？
新聞　　　　　　１ テレビ　　　　　３
ラジオ　　　　　０ 雑誌　　　　　　０
フリーペーパー　２ インターネット　２
ＳＮＳ　　　　　５

マ　ジ

モニター会議を終えて

　まずは参加してくださった皆様に心から感
謝しています。「もっと市政に興味を持って
読みたい」「市議会が重要な事に関わっている
とわかった」「自分達の声をあげていきたい」
など本当に嬉しいお言葉をいただきました。

　前回からご意見を取り入れ、議会用語解説
やホームページで議会だよりのダイジェスト
版を載せています。これからもモニター会議
でのご意見を活かしていきたいと思います。
　ありがとうございました。

議会だよりダイヘンシン
議会だよりダイヘンシン議会だよりダイヘンシン

いち
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第
８
回
議
会
報
告
会
の
開
催
に
つ
い
て

特集② 議会報告会

第
８
回
議
会
報
告
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

市
議
会
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
に

知
っ
て
頂
く
と
同
時
に
市
民
の
声
を
市

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
議
会
基
本

条
例
に
基
づ
き
、
毎
年
議
会
報
告
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
効
率
よ

く
的
確
に
市
民
の
声
を
十
分
聞
き
取
れ

て
い
な
い
こ
と
へ
の
反
省
に
よ
り
、
報

告
会
の
形
に
試
行
錯
誤
を
し
て
い
ま

す
。

　

昨
年
度
よ
り
、
各
常
任
委
員
会
に
分

か
れ
て
開
催
し
、
今
年
度
は
テ
ー
マ
を

昨
年
よ
り
も
絞
り
ま
し
た
。
産
業
建
設

班
で
は
甲
賀
市
の
も
の
づ
く
り
に
お
け

る
課
題
、
総
務
班
は
土
山
地
域
に
お
け

る
課
題
、
厚
生
文
教
班
は
高
齢
者
支
援

に
絞
っ
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
参

加
者
か
ら
の
意
見
も
よ
り
鮮
明
に
な

り
、
政
策
に
直
結
す
る
た
く
さ
ん
の
ご

意
見
を
頂
け
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

班 開催日 場　所 テーマ 参加者

厚生文教 ７/24 まるーむ ゆたかな高齢者支援をめざして 福祉関係者

総　　務 ７/25 土山開発センター
土山地域市民センター等の改修について
旧鮎河・山内小学校の跡地利用について

一般市民

産業建設 ８/5 ㈱日立建機ティエラ 甲賀市の産業振興について 甲賀市工業会

　

当
委
員
会
は「
あ
い
甲
賀 

い
つ
も
の

暮
ら
し
に『
し
あ
わ
せ
』を
感
じ
る
ま

ち
」実
現
の
た
め
の
３
つ
の
テ
ー
マ
①

子
育
て
・
教
育
②
地
域
経
済
③
福
祉
・

介
護
の
内
２
つ
を
所
管
す
る
た
め
、
市

民
に
と
っ
て
身
近
な
施
策
を
数
多
く
審

査
し
て
い
る
。

　

昨
年
の
報
告
会
は
子
育
て
世
代
の
市

民
に
ご
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
遊
び
場

や
遊
具
の
不
足
を
指
摘
い
た
だ
い
た
。

今
年
度
、
公
園
の
遊
具
の
修
理
補
助
な

ど
の「
プ
レ
イ
パ
ー
ク
整
備
推
進
モ
デ

ル
事
業
」を
立
ち
上
げ
、
既
に
ご
利
用

を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
ま
だ
余
裕
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
是
非
ご
活
用

い
た
だ
き
た
い
。

　

今
年
度
は
、
敬
老
祝
い
金
の
改
正
に

伴
い
、
高
齢
者
の
①
生
き
が
い
対
策
②

移
動
支
援
③
健
康
寿
命
の
延
伸
対
策
を

講
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
テ
ー
マ

を「
ゆ
た
か
な
高
齢
者
支
援
を
め
ざ
し

て
」と
し
、
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関

連
の
市
民
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
フ

リ
ー
ト
ー
ク
を
し
て
い
た
だ
い
た
。 

　

災
害
時
の
高
齢
者
避
難
支
援
に
つ
い

て
は
、
個
別
計
画
の
取
り
組
み
区
数
も

低
い
が
、
作
成
率（
同
意
率
）の
低
さ
が

問
題
で
あ
る
。
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、

厚
生
文
教
班
・
高
齢
者
支
援
の
課
題

障
が
い
者
・
引
き
こ
も
り
・
外
国
籍
の

方
々
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
と
の
指
摘

が
あ
っ
た
。
ま
た
日
常
の
お
付
き
合
い

が
大
切
と
の
意
見
も
い
た
だ
い
た
。

　

移
動
支
援
に
つ
い
て
は
、
免
許
証
返

納
は
死
活
問
題
で
あ
り
、
コ
ミ
バ
ス
・

コ
ミ
タ
ク
も
ま
だ
ま
だ
不
十
分
と
の
意

見
が
多
か
っ
た
。 

　

他
に
も
沢
山
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を

い
た
だ
い
た
。
今
後
、
施
策
へ
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
。
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産
業
建
設
班
・
も
の
づ
く
り
企
業
の
課
題

　

７
月
25
日
、
総
務
常
任
委
員
会
の
議

会
報
告
会
を
土
山
町
で
開
催
し
た
。
委

員
会
と
し
て
の
課
題
で
あ
る
、「
公
共

施
設
の
あ
り
か
た
」を
土
山
に
置
き
換

え
て
、
２
点
に
絞
り
報
告
を
し
た
。

　

１
点
目
は
、
開
発
セ
ン
タ
ー
老
朽
化

に
伴
い
土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
改

修
計
画
、
２
点
目
は
旧
鮎
河
・
山
内
小

学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
現
在
の
計

画
も
含
め
報
告
し
た
。

　

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、「
水
口
中

心
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。」「
市
民
セ
ン

タ
ー
の
改
修
は
土
山
が
後
に
な
っ
て
い

る
。」と
の
不
満
が
で
た
が
、
当
初
開
発

セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
市
民
セ
ン
タ
ー
に

移
行
す
る
事
に
な
っ
て
い
た
が
、
区
長

会
を
始
め
各
種
団
体
か
ら
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
調
整
を
進
め
て
い
た
の
で
遅

れ
た
。
ま
た
、
旧
小
学
校
の
利
活
用

や
、
閉
校
し
た
小
学
校
の
校
歌
を
お
知

ら
せ
チ
ャ
イ
ム
に
流
せ
な
い
か
、
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
農
村

下
水
の
管
理
の
問
題
や
道
路
の
道
幅
が

狭
い
、
避
難
所
の
問
題
等
々
、
地
域
で

の
問
題
点
が
質
疑
と
し
て
上
が
っ
て
き

た
。

　

今
回
の
議
会
報
告
会
は
８
回
目
の
開

催
と
な
る
。
昨
年
か
ら
は
、
委
員
会
の

諸
課
題
を
テ
ー
マ
に
問
題
点
を
掘
り
下

げ
て
い
く
事
が
目
的
と
し
て
開
催
し

た
。

　

合
併
か
ら
15
年
を
迎
え
、
施
設
の
統

合
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
本
委
員
会
の
取
り
組
む
テ
ー
マ

は
、
住
民
生
活
に
直
結
す
る
大
き
な
問

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
本
年
は

土
山
町
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
も
充
分

と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、
お
聞
か
せ

い
た
だ
い
た
。
今
後
の
委
員
会
に
お
い

て
、所
管
か
ら
の
報
告
や
計
画
を
受
け
、

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま

え
、
議
会
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

し
っ
か
り
と
議
論
を
し
て
い
き
た
い
。

　

産
業
建
設
班
の
意
見
交
換
会
で
は
雇

用
問
題
と
そ
れ
に
関
連
し
た
居
住
環

境
、
公
共
交
通
に
関
し
て
議
論
が
終
始

し
た
。
雇
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
十
分

足
り
て
い
る
と
言
う
声
も
あ
れ
ば
、
足

り
な
い
と
言
う
声
も
あ
り
様
々
で
あ
っ

た
。

　

現
在
高
校
新
卒
採
用
で
は
１
人
に
つ

き
５
社
選
べ
る
ほ
ど
で
、
目
標
の
採
用

人
数
に
到
達
せ
ず
、
女
性
、
高
齢
者
、

外
国
人
、
障
が
い
者
雇
用
も
同
時
に
進

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

工
業
会
の
大
部
分
を
占
め
る
中
小
企

業
で
は
採
用
募
集
を
単
独
で
手
広
く
す

る
こ
と
が
難
し
く
、
例
え
ば
、
市
が
中

心
に
な
り
工
業
会
へ
の
就
職
斡
旋
を
し

て
く
れ
る
と
助
か
る
と
の
声
が
あ
っ

た
。
現
在
、
大
卒
向
け
に
は
そ
う
し
た

会
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
高
専
卒
向

け
が
な
い
。

　

採
用
募
集
す
る
上
で
甲
賀
市
の
居
住

環
境
や
公
共
交
通
の
悪
さ
が
不
利
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
例
え

ば
若
い
社
員
が
退
勤
後
あ
る
い
は
休
日

に
遊
び
に
行
く
と
こ
ろ
が
少
な
く
、
こ

れ
が
敬
遠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
と
懸
念

さ
れ
て
い
た
。
社
内
の
交
流
に
不
可
欠

な
懇
親
会
開
催
に
も
一
苦
労
さ
れ
て
い

る
様
子
も
伺
え
た
。

　

社
員
の
通
勤
や
社
外
か
ら
の
訪
問
に

対
し
て
も
十
分
な
公
共
交
通
が
な
く
、

駅
ま
で
迎
え
に
行
く
企
業
も
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
、
潜
在
的
に
要
望
の
高
い
路

線
と
時
間
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
バ
ス
等

の
路
線
増
便
も
検
討
で
き
る
の
で
取
り

ま
と
め
て
頂
き
た
い
と
の
要
望
も
逆
に

委
員
会
側
か
ら
投
げ
か
け
た
。

　

こ
う
し
た
議
論
を
通
じ
、
居
住
環
境

や
公
共
交
通
の
改
善
は
雇
用
人
口
を
増

や
し
て
い
く
た
め
に
非
常
に
大
切
で
あ

る
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。
甲
賀
市
の
居

住
環
境
や
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
現

在
市
内
に
居
住
す
る
市
民
の
こ
と
の
み

考
え
て
議
論
さ
れ
が
ち
だ
が
、
工
業
会

の
雇
用
を
通
じ
て
市
外
か
ら
人
を
呼
び

込
ん
で
行
く
上
で
も
重
要
で
あ
る
こ
と

が
、
今
回
の
意
見
交
換
会
で
見
え
て
き

た
。

総
務
班
・
土
山
地
域
の
課
題



平成30年度
甲賀市歳入歳出決算について

決算を審査して、今後の予算へつなげる!!
36議案（決算・補正予算・条例等）認定・可決

９月定例会の
あらまし

９月定例会の
あらまし

平成30年度 一般会計決算状況

　平成30年度一般会計及び特別会計などの決算議案については、本会議
で議案審議を行ったあと、一般会計は予算決算常任委員会に、特別会計・
企業会計は総務・厚生文教・産業建設常任委員会に付託され議案審査を行
いました。その結果、各会計決算議案を原案どおりに認定しました。

　市の予算は、使って終わり
ではありません。市長は、予
算がどのように使われたのか
を決算としてまとめ、議会は
その内容をチェックします。
　決算審議では、前年度の予
算の使い方が適正かつ効果的
であったか、いかに事業成果
が上がったかなどを議会で審
査し、改善点の指摘や要望を
します。それを市が『来年度
予算に生かす』ことにより、
決算審査の結果が今後の予算
につながっていくのです。

歳入決算の構成（決算額：429億1606万7995円）

歳出決算の構成（決算額：413億9137万3846円）

民生費
30.2%

総務費
16.5%

土木費
10.3%

消防費
3.5%

議会費
0.6％

災害復旧費・予備費
0.3％

労働費
0.3％

商工費
1.4%

農林水産費
3.5%

衛生費
8.5%

公債費
10.3%

教育費
14.7%

市税
33.3%

繰入金
6.2%

繰越金
3.7%

諸収入
3.9%

財産収入・寄附金
0.4%

分担金・負担金・使用料・手数料
2.1%

地方特例交付金
0.2%

地方譲与税
0.9%

県税交付金
5.3%

国庫支出金・交通安全対策特別交付金
8.9%

県支出金
5.7%

市債
12.2%

地方交付税
17.2%

依存財源自主財源

一般会計の決算収支の概要
一般会計においては、実質3億3182万５千円が繰越財源となりました。

決算 予算決算 予算

予算執行
４月～翌３月

予算編成 予算議案を
議会に提出

決算を審査 予算を審査

決算議案を
議会に提出市長

市議会

可決
（否決）

認定
（不認定）

決算審査での意見が
反映されているかも
併せてチェック

予算は適正かつ効果
的に使われたか？
事業の成果は？
などを検証

市民の代表と
して

チェックしま
す！市民の代表と
して

チェックしま
す！

２月９月
決算を審査した
結果は今後の予
算編成に生かさ
れます。

予算決算常任委員会で審査し
本会議で予算・決算を決定します。
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決算審査①

A
現
在
、
各
自
治
会
が
管
理
す
る
防
犯

灯
に
つ
い
て
照
会
を
か
け
て
お
り
、
細

分
化
し
た
区
及
び
自
治
会
2
3
0
の
う

ち
2
1
8
ま
で
回
収
済
み
で
、
今
後 

関
西
電
力
の
情
報
と
も
照
合
し
て
位
置

図
を
作
成
す
る
。

審
査
結
果　
防
犯
灯
の
あ
り
方
を

考
え
る
上
で
大
事
な
こ
と
な
の

で
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
、
ま

ず
は
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
委
員
会
と
し
て
も

確
認
し
ま
し
た
。
新
年
度
予
算
で

は
具
体
的
な
対
応
を
求
め
ま
し

た
。

 

Q
介
護
職
員
支
援
事
業
人
材
確
保
に

関
し
て
の
実
績
と
評
価
は
。

A
介
護
職
員
の
初
任
者
研
修
補
助
実

績
８
人
、
実
務
者
研
修
補
助
実
績
は
11

人
、
研
修
後
19
人
が
市
内
事
業
所
で
一

年
間
勤
務
に
つ
い
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
政
策
部・教
育
委
員
会
事
務
局

Q
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管
理

の
金
額
が
適
正
か
ど
う
か
判
断
し
に
く

い
。
ど
う
い
う
基
準
で
設
定
し
て
い
る

か
。

A
積
算
は
実
績
に
基
づ
き
適
切
に
し

て
い
る
。
年
度
終
了
後
に
は
各
施
設
の

決
算
書
提
出
、
そ
の
中
で
5
%
以
上
残

額
が
あ
る
場
合
は
指
定
管
理
料
を
返
す

こ
と
を
協
定
で
定
め
て
い
る
。

審
査
結
果　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
料
の
算

定
や
急
増
す
る
入
所
希
望
に
ど
う

応
え
て
い
く
の
か
が
議
論
さ
れ
ま

し
た
。

Q
I
C
T
教
育
重
視
へ
、
電
子
黒
板
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
整
備
状
況
と
そ
の
活
用

実
態
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
。 

A
活
用
は
一
週
間
約
30
時
間
の
授
業

日
数
に
対
し
て
、
先
進
的
に
導
入
し
た

Q
市
税
の
収
入
未
済
等
、
前
年
度
よ
り

減
少
と
の
こ
と
だ
が
主
な
理
由
は
。

A
滞
納
処
分
の
徹
底
や
分
納
の
履
行

監
視
、
執
行
停
止
や
不
納
欠
損
処
分
を

行
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。 

Q「
広
報
こ
う
か
」の
郵
送
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
、
回
答
が
あ
っ
た

人
の
み
引
き
続
き
郵
送
す
る
対
応
を
し

た
こ
と
に
対
し
て
、
改
善
を
し
て
は
。

A
現
在
5
2
5
人
に
郵
送
し
て
い
る

が
返
信
が
あ
っ
た
の
は
1
2
6
人
だ

け
。審

査
結
果　

委
員
会
で
は「
郵
送

を
や
め
る
よ
う
誘
導
さ
れ
る
記
述

も
あ
り
問
題
で
あ
る
」と
の
指
摘

が
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
返
信
が

な
く
て
も
、
郵
送
希
望
が
あ
れ
ば

今
後
も
郵
送
を
続
け
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

市
民
環
境
部
・
健
康
福
祉
部 

Q
毎
回
指
摘
が
あ
る
防
犯
灯
の
件
は
。

地
方
創
生
交
付
金
事
業

Q
全
く
事
業
化
で
き
な
か
っ
た
点
は

何
か
、
で
き
な
か
っ
た
事
業
も
資
料
に 

示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
当
初
予
算
で
は
、
甲
賀
流
D
M
O
地

域
再
生
推
進
事
業
８
０
０
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
た
が
、
観
光
D
M
O
の
あ
り

方
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
事
業
は

未
執
行
と
な
っ
た
。

審
査
結
果　
今
後
決
算
で
は
、
マ

イ
ナ
ス
部
分
も
し
っ
か
り
と
事
業

評
価
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
ま
し
た
。

総
合
政
策
部
・
総
務
部

Q
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
額
が
約

7
4
0
0
万
円
、
前
年
度
約
1
5
0
0

万
円
よ
り
約
５
倍
伸
び
た
要
因
は
。

A
昨
年
10
月
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
イ
ト「
さ
と
ふ
る
」が
追
加
さ
れ
、
返

礼
品
の
地
場
産
品
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
増

え
た
た
め
。
返
礼
品
は
約
38
%
が
信
楽

焼
、
次
い
で
近
江
牛
約
20
%
だ
っ
た
。

市内に設置された防犯灯

決
算
審
査

小学校での ICT 教育
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決算審査②
学
校
で
は
12
時
間
か
ら
20
時
間
で
活
用

し
て
い
る
と
い
う
状
況
。
今
後
は
機
器

を
有
効
に
活
用
し
た
授
業
に
力
を
入
れ

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

審
査
結
果　
事
務
局
か
ら
は
、
教

育
情
報
化
に
関
連
し
た
教
職
員
を

中
心
に
活
用
推
進
に
向
け
た
協
議

を
し
て
、
さ
ら
に
市
の
I
C
T
推

進
室
と
連
携
、
教
育
の
情
報
化
推

進
計
画
を
策
定
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。 

産
業
経
済
部 

・建
設
部 

Q
獣
害
対
策
に
つ
い
て
、
被
害
額
は
低

減
し
て
い
る
が
捕
獲
頭
数
は
横
ば
い
。

獣
害
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

A
集
落
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
で
、
山
内

地
域
の
よ
う
に
I
C
T
を
導
入
し
遠
隔

操
作
で
捕
獲
す
る
。
3
期
目
の
強
化
期

間
は
、
甲
賀
地
域
鳥
獣
被
害
防
止
計
画

に
終
期
を
合
わ
せ
る
た
め
、
本
年
度
よ

り
4
か
年
と
し
た
い
。

審
査
結
果　
カ
ラ
ス
や
ム
ク
ド
リ

対
策
の
必
要
性
を
求
め
ま
し
た
。

地
域
交
通
対
策
事
業
に
つ
い
て

　

コ
ミ
バ
ス
・
コ
ミ
タ
ク
に
つ
い
て
は
、

今
年
10
月
か
ら
コ
ミ
タ
ク
の
運
行
エ
リ

ア
が
拡
大
さ
れ
、
無
料
乗
車
券
の
対
象

が
80
歳
か
ら
75
歳
以
上
に
拡
充
さ
れ
ま

し
た
が
、
委
員
会
で
は
コ
ミ
タ
ク
に
対

し
て
否
定
的
・
消
極
的
な
意
見
が
出
た

の
で
、
一
定
時
間
を
か
け
て
各
委
員
が

相
互
に
意
見
交
換
す
る
時
間
を
設
け
ま

し
た
。

代
表
監
査
指
摘
事
項

　

決
算
審
査
意
見
書
に
記
さ
れ
て
い
る

点
を
ふ
ま
え
て
、
補
足
の
説
明
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
中
で
特
に
、
前 

年
度
と
比
べ
て
収
納
率
は
向
上
し
て
い

る
が
、
そ
れ
で
も
県
内
13
市
の
中
で
下

か
ら
2
番
目
と
い
う
報
告
は
初
め
て
で

し
た
。
代
表
監
査
か
ら
は「
一
生
懸
命

滞
納
対
策
に
知
恵
を
出
し
て
や
っ
て
お

ら
れ
る
こ
と
は
充
分
理
解
し
て
い
る

が
、
初
期
対
応
で
市
民
に
寄
り
添
い
な

が
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
ば
も
う
少

し
違
う
の
で
は
な
い
か
」と
率
直
な
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

  

最
終
の
総
括
質
疑

Q
市
内
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設

費
に
か
か
る
債
務
負
担
行
為
の
償
還
金

補
助
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
か
ら
30
年

に
か
け
て
返
還
金
が
大
き
く
減
っ
た
理

由
は
。

A
大
口
の
償
還
が
終
了
し
た
た
め
。

Q
合
併
し
て
15
年
、
当
初
の
約
束
だ
け

で
補
助
金
を
出
し
続
け
て
も
い
い
の
か

疑
問
で
あ
る
。

A
新
年
度
予
算
で
は
各
部
局
の
補
助

金
の
見
直
し
を
徹
底
し
て
い
く
。

審
査
結
果　
区
及
び
自
治
会
管
理

の
防
犯
灯
の
実
態
調
査
を
、
委
託

し
て
で
も
早
期
に
仕
上
げ
る
こ

と
。
信
楽
高
原
鐵
道
の
障
が
い
者

割
引
を
協
議
し
て
い
く
こ
と
。
こ

こ
数
年
の
人
口
減
少
の
鈍
化
が
成

果
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
の
認
識

に
つ
い
て
、
確
認
し
ま
し
た
。
こ

の
他
、
自
治
振
興
会
と
区
の
関
係
、

土
地
使
用
料
、
民
間
社
会
福
祉
法

人
施
設
整
備
補
助
の
不
用
額
に
つ

い
て
も
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

  

反 

対 

討 

論

　

医
療
費
無
料
化
の
拡
充
や
エ
ア
コ
ン

整
備
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
市
民
の

願
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
定
評

価
で
き
る
が
、
５
億
円
の
財
源
確
保
の

問
題
点
、
合
併
特
例
債
に
よ
る
大
型
公

共
施
設
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し

市
民
の
ね
が
い
で
あ
る
学
校
給
食
費
の

負
担
軽
減
、
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化

な
ど
は
ま
だ
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
拡
充

が
必
要
で
あ
る
。

  

賛 

成 

討 

論

　

第
二
次
総
合
計
画
の
２
年
目
で
あ

り
、
安
心
し
て
暮
せ
る
基
盤
整
備
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。
歳
入
に
見
合
っ
た

歳
出
と
経
費
節
減
な
ど
、
財
政
健
全
化

に
向
け
効
率
的
な
予
算
執
行
に
努
め
て

い
る
。

　

岩
永
市
長
が
進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

10
、
公
共
施
設
整
備
等
、
合
併
特
例
債

の
積
極
的
な
推
進
が
図
ら
れ
た
こ
と
は

高
く
評
価
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
本
議
案
は
、
賛

成
多
数
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

市内に設置されている
獣害柵

市内を走るコミバス
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本会議で賛否が分かれた議論の２つを Pick up!

陶
芸
の
森
前
私
有
地
の
取
得

可 決

　

面
積　

1
万
8
2
6
1
・
3
6
㎡

　

価
格　

2
億
8
0
0
万
円 

　

老
朽
化
し
た
滋
賀
県
窯
業
技
術
試
験

場
の
新
築
移
転
が
検
討
さ
れ
、
陶
芸
の

森
前
の
私
有
地
へ
の
移
転
が
滋
賀
県
と

甲
賀
市
の
間
で
合
意
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
今
回
甲
賀
市
が
そ
の
土
地
を
取
得

し
、
上
段
部
分
は
現
在
の
滋
賀
県
窯
業

技
術
試
験
場
用
地
と
の
等
価
交
換
し
、

下
段
部
分
は
市
の
陶
業
振
興
用
地
と
し

て
活
用
し
ま
す
。

継
続
審
査
の
動

※

議
提
出
、
賛
成
者
少
数

で
否
決
。

　

取
得
す
る
土
地
の
鑑
定
に
一
貫
性
が

な
く
問
題
、
継
続
審
査
と
す
る
べ
き
と

動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
者

は
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

  

反 

対 

討 

論

　

地
権
者
の
反
対
債
権
に
つ
い
て
不
明

な
所
が
あ
る
。
不
動
産
鑑
定
評
価
に
つ

い
て
の
瑕か

疵し

の
可
能
性
が
あ
り
、
複
数

の
鑑
定
を
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。
適

正
価
格
よ
り
高
い
可
能
性
が
あ
り
反

対
。

  

賛 

成 
討 
論

　

滋
賀
県
と
甲
賀
市
双
方
に
お

い
て
合
意
さ
れ
、
適
正
な
鑑
定

評
価
が
行
わ
れ
て
い
る
。
陶

芸
の
森
と
の
一
体
的
価
値
が
あ

り
、
上
段
土
地
は
地
元
か
ら
の

要
望
の
窯
業
試
験
場
移
転
、
下

段
土
地
に
つ
い
て
は
陶
業
振
興

用
地
と
し
て
の
利
活
用
が
期
待

さ
れ
賛
成
。

Pick UP ❶

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
認
定
認 定

歳
入　

87
億
3
4
4
2
万
9
0
9
5
円

歳
出　

87
億
0
5
3
2
万
4
0
1
7
円

　

加
入
状
況
は
世
帯
数
1
万
1
千
4
世

帯
、
総
世
帯
に
対
す
る
加
入
割
合
は

30
・
8
9
%
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
移
行
す
る
人
が
増
え
て
い
る
た
め
、

2
7
1
世
帯
減
少
し
て
い
る
。
制
度
の

財
政
基
盤
を
市
町
村
か
ら
県
に
移
行

し
、
よ
り
安
定
し
た
財
政
基
盤
で
運
用

す
る
よ
う
に
変
更
し
て
か
ら
始
め
て
の

決
算
で
し
た
。

  

反 

対 

討 

論 

　

県
に
財
政
基
盤
を
移
行
す
る
こ
と
は

加
入
者
に
と
っ
て
負
担
増
と
な
る
。
県

で
保
険
料
を
統
一
化
す
る
こ
と
に
も
問

題
が
あ
る
。
国
の
財
政
支
援
が
見
え
に

く
く
反
対
。

  

賛 

成 

討 

論　

　

予
算
で
計
画
し
た
通
り
の
決
算
内
容

で
、
よ
り
安
定
し
た
県
の
財
政
基
盤
に

移
行
で
き
た
。
特
定
健
診
の
受
診
率
も

A
I
を
用
い
た
分
析
で
向
上
し
た
こ
と

も
評
価
で
き
賛
成
。

Pick UP ❷

議
案
第
78
号

議
案
第
50
号

国保１人あたり医療費

平成26年度 345,487

354,093平成27年度

359,284平成28年度

367,133平成29年度

377,544平成30年度

330,000 380,000370,000360,000350,000340,000
（円）

今回取得予定の信楽・陶芸の森前私有地

　議題の審議に直接関係
のある事柄や議事の進行
についての提議のこと。
動議が成立するには、会
議規則に定める賛成者が
必要。

動議 ってなに？

議会用語
カイセツ
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 ９月定例会議案審議・意見書
議案の審議結果

意見書・議決結果

議案等の名称
提
案
者

討論 凛風会 志誠会 日本共産党
甲賀市議員団

公明党
甲賀市議団

鵜
飼

竹
若

結
果反

対
賛
成

橋
本
律

辻 土
山

田
中
新

谷
永

橋
本
恒

山
中
善

林
田

田
中
喜

森
田

小
河

戎
脇

山
中
修

里
見

糸
目

山
岡

小
西

岡
田

白
坂

田
中
將

堀

大戸川ダム事業促進、早期着
工を求める意見書

小
河

小
西

竹
若

田
中
將

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
ら
な
い

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● 可
決

植民地支配の真摯な反省を土
台にした日韓関係の解決を求
める意見書

小
西

橋
本
律

山
岡 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ 否

決

マクロ経済スライドを廃止し
「減らない年金」へ改革を求
める意見書

岡
田

山
中
修

小
西 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ 否

決

通学路の交通安全対策強化を
求める意見書

山
岡 － 岡

田 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決

高齢者の安全運転支援と移動
手段の確保を求める意見書

白
坂 － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

太陽光発電の適切な導入に向
けた制度設計と運用を求める
意見書

田
中
將

－ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決

○：賛成　●：反対

全員賛成で認定・可決した議案

平成30年度
決算

土地取得事業特別会計歳入歳出決算
野洲川基幹水利施設管理事業特別会計歳入歳
出決算
病院事業会計決算
診療所事業会計決算
介護老人保健施設事業会計決算
水道事業会計決算
下水道事業会計決算

令和元年度
補正予算

一般会計補正予算（第２号）
介護保険特別会計補正予算（第２号）
国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

人事 人権擁護委員の推薦５件

条例の
一部改正

職員の給与に関する条例
保育園設置等に関する条例
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例
消防団条例

その他
字の区域及び名称の変更（水口町貴生川）
滋賀県市町村交通災害共済組合関係３件（規
約の変更、解散、財産処分について）

賛成多数で認定・可決した議案

平成30年度
決算

一般会計歳入歳出決算
国民健康保険特別会計決算
後期高齢者医療特別会計決算
介護保険特別会計決算

その他 財産の取得（陶芸の森前私有地）

財政について 平成30年度 健全化判断比率及び資金不足比率

経営状況
について

信楽高原鐵道株式会社
有限会社グリーンサポートこうか
一般財団法人土山町緑のふるさと振興会
公益財団法人甲賀創健文化振興事業団
公益財団法人あいの土山文化体育振興会
株式会社あいコムこうか

議案の審議結果 報告案件

　健全化判断比率とは、地方公共団体の財政状況を客
観的に表したものです。市の財政が悪化した時、早期
に健全化したり、再生させる必要性を判断するための
ものです。
　資金不足比率とは、下水道などの公営企業の資金不
足を指標化して、経営状況の悪化の度合いを示すもの
です。
　地方公共団体はこれらを「地方公共団体の財政の健
全化に関する法律」に基づいて議会に報告することに
なっています。かつては、地方公共団体の財政悪化が
深刻化するまで全容が明らかにならないことがあった
ため、このような制度ができました。
　また、地方自治法と政令に基づいて、市が資本金等
の４分の１以上を出資している法人の決算と事業計画
等についても、議会に報告することになっています。

健全化判断比率・資金不足比率 ってなに？

議会用語
カイセツ
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総
合
計
画
、
財
政
、
自
治
振
興
、
危
機
管
理
等

に
関
わ
る
委
員
会
で
す
。

　
７
月
９
日
、
８
月
19
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
第
２
次
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
策
定
お
よ
び
第
３
次
多
文
化
共
生
推
進
計
画
の
策
定
、
㈱
あ
い

コ
ム
こ
う
か
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
２
次
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
策
定
方
針（
案
）

　

現
在
の
計
画
は
平
成
27
年
度
か
ら
令

和
元
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
期
間
と
し

て
お
り
、
計
画
に
基
づ
き
こ
れ
ま
で
交

付
金
５
億
７
千
万
円
を
受
け
て
い
ま

す
。
同
計
画
は
国
庫
補
助
金
等
の
特
定

財
源
を
受
け
る
た
め
に
も
必
要
な
計
画

で
あ
り
、
第
２
次
の
策
定
方
針（
案
）に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
第
３
次
多
文
化
共
生
推
進
計
画
の
策

定
方
針

　

現
在
の
計
画
は
平
成
27
年
度
に
策
定

さ
れ
、
５
年
を
経
た
今
、
外
国
人
を
取

り
巻
く
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
本
市
の
実
情
に
即
し
た
計
画
の

見
直
し
を
行
う
も
の
で
す
。
第
２
次
計

画
は
令
和
２
年
度
か
ら
10
年
度
ま
で
の

９
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
お
り
、
そ

の
策
定
方
針
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。

　
㈱
あ
い
コ
ム
こ
う
か
の
経
営
状
況

　

平
成
30
年
度
の
売
上
高
は
７
億
８
０

０
万
円
、
税
抜
後
の
当
期
純
利
益
は
１

億
１
３
０
０
万
円
と
い
ず
れ
も
過
去
最

高
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
令
和
元
年

度
の
損
益
計
算
に
つ
い
て
は
売
上
高
は

７
億
１
０
０
万
円
、
営
業
利
益
は
１
億

２
８
０
０
万
円
と
前
年
度
を
上
回
る
計

画
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
旧
施
設
の

撤
去
に
よ
り
当
期
純
利
益
は
前
年
度
を

下
回
る
見
込
み
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

　
７
月
11
日
、
12
日
の
２
日
間
、
自
治
体
の
経
営
効
率
及
び
市
民
サ
ー
ビ
ス
、
公

民
連
携
の
２
点
の
課
題
に
つ
い
て
東
京
都
葛
飾
区
と
神
奈
川
県
横
浜
市
に
お
い
て

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
東
京
都
葛
飾
区

　

葛
飾
区
で
は「
葛
飾
区
総
合
ア
プ
リ
」

と「
お
も
て
な
し
が
で
き
る
職
員
の
育

成
」に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。
研
修

で
は
広
報
紙
を
は
じ
め
自
治
体
の
紙
媒

体
の
限
界
を
感
じ
さ
せ
る
内
容
で
あ
っ

た
と
と
も
に
、
職
員
の
お
も
て
な
し
研

修
に
つ
い
て
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
に
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
若
手
職

員
な
ど
の
研
修
は
本
市
に
お
い
て
も
参

考
に
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
神
奈
川
県
横
浜
市

　

横
浜
市
で
は「
横
浜
市
に
お
け
る
公

民
連
携
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」研
修

し
ま
し
た
。

　

同
市
で
は
大
学
や
民
間
企
業
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
市
民
と
の
連
携
を
関
係
機
関
と
行

政
と
の
対
話
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
組
織
で
は
共
創
推
進
室

を
設
置
、
公
民
連
携
の
ハ
ブ
の
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
次
の
時
代
の
都
市
間
競

争
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
は
、
今
、
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

土山地域市民センターの６階には
あいコムのスタジオが

視
察
研
修
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市
民
の
生
活
と
福
祉
、
文
化
や
ス
ポ
ー

ツ
、
教
育
に
関
わ
る
委
員
会
で
す
。

　
保
育
所
等
利
用
に
か
か
る
待
機
児
童
対
策

　

甲
賀
市
に
お
け
る
待
機
児
童
は
平
成

31
年
４
月
１
日
現
在
27
人
で
、
前
年
４

月
１
日
に
比
べ
21
人
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
か

※

く
れ
待
機
児
童
は

45
人
い
ま
す
が
、
市
で
は
待
機
児
童
対

策
と
し
て
水
口
地
域
公
立
保
育
園
の
整

備
や
地
域
型
保
育
の
推
進
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
人
材
確
保
対
策
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

※
か
く
れ
待
機
児
童
：
特
定
の
保
育
園
等
を

希
望
し
て
い
る
者
・
育
児
休
業
中
の
者

　
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

　

平
成
30
年
の
文
化
財
保
護
法
の
改
正

に
伴
い
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の

歴
史
や
文
化
を
見
直
し
、
後
世
に
伝
え

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
計
画
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Q
地
域
の
声
を
ど
の
よ
う
に
計
画
に

組
み
込
ん
で
い
く
の
か
。

A
ま
ず
は
地
域
で
話
を
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
の
思
い
に
市
が
寄
り
添
っ
て

い
く
。

Q
計
画
策
定
に
伴
う
予
算
の
確
保
は
。

A
特
定
財
源
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り

文
化
財
予
算
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

　
市
内
医
療
機
関
の
経
営
状
況

　

10
月
10
日
開
催
の
委
員
会
で
は
市
内

医
療
機
関
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
所
管

事
務
調
査
し
、
現
地
視
察
も
行
い
ま
し

た
。
特
に
信
楽
中
央
病
院
の
経
営
状
況

は
厳
し
く
、
今
後
、
患
者
数
の
増
加
が

急
務
で
す
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
７
月
11
日
、
８
月
20
日
、
10
月
10
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
待
機
児
童
対
策
お

よ
び
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画（
案
）、
市
内
医
療
機
関
の
経
営
状
況
等
に
つ
い

て
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
８
月
５
日
、
６
日
の
２
日
間
、
神
奈
川
県
藤
沢
市
と
神
奈
川
県
横
浜
市
の
ゆ
う

ゆ
う
の
も
り
幼
保
園
に
お
い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　

藤
沢
市
で
は「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
」を
将

来
像
に「
藤
沢
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
市
民

セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
を
中
心
と
す
る
各

地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
地
域
ぐ
る
み

の
支
え
あ
い
体
制
の
構
築
に
向
け
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ゆ
う
ゆ
う
の
も
り
幼
保
園

　

ゆ
う
ゆ
う
の
も
り
幼
保
園
は
大
き
な

吹
き
抜
け
の
園
舎
の
上
部
に
子
ど
も

た
ち
が
自
由
に
遊
べ
る
ネ
ッ
ト
が
あ

り
、
階
段
な

ど
を
使
っ
て

自
由
に
出
入

り
で
き
る
構

造
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま

た
、
保
育
方

針
や
保
育
の

目
標
、
保
育

内
容
に
つ
い

て
も
子
ど
も
の
成
長
や
生
き
る
力
を
育

む
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
遊
び
を
中
心

に
心
と
体
の
成
長
に
つ
な
げ
る
保
育
方

針
が
端
々
に
感
じ
ら
れ
、
施
設
面
、
運

営
面
共
に
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
で
し

た
。

増患対策が急務な信楽中央病院

吹き抜けの上部には
自由に遊べるネットが

藤沢型地域包括ケアシステムを学ぶ

所
管
事
務
調
査

視
察
研
修

吹き抜けの明るい園舎

論点
ココが
議論の
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７
月
24
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
現
地
３
か
所
の
所
管
事
務
調
査
と
７
件
の
報

告
を
、
ま
た
、
８
月
19
日
開
催
の
委
員
会
で
は
、
現
地
３
か
所
の
所
管
事
務
調
査

と
５
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
国
道
４
２
２
号
大
石
東
バ
イ
パ
ス
整

備
事
業
視
察

　

平
成
30
年
２
月
25
日
に
開
通
し
た
伊

賀
市
内
の
三
田
坂
バ
イ
パ
ス
と
大
石
東

バ
イ
パ
ス
が
開
通
す
る
こ
と
で
、
信
楽

地
域
を
経
由
し
て
大
津
地
域
と
伊
賀
地

域
が
最
短
で
結
ば
れ
ま
す
。
道
路
整
備

に
よ
り
信
楽
地
域
か
ら
大
津
地
域
や
伊

賀
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
、
地

域
間
交
流
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
永
谷
池
視
察

　

平
成
29
年
の
台
風
21
号
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
甲
賀
町
五
反
田
の
永
谷
池
の

災
害
復
旧
工
事
は
、
当
初
平
成
31
年
３

月
29
日
完
了
の
予
定
で
し
た
が
、
事
業

が
遅
れ
国
庫
補
助
が
受
け
ら
れ
ず
、
一

般
財
源
で
対
応
さ
れ
ま
し
た
。
遅
れ
て

い
た
工
事
が
令
和
元
年
５
月
31
日
で
完

了
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
現
地
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
次
の
４
件
に
つ
い
て
所
管

事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

・
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

・
公
園
管
理

・
信
楽
伝
統
産
業
会
館

・
付
替
県
道
大
津
信
楽
線

産
業
建
設
常
任
委
員
会
産
業
、
建
設
、
観
光
振
興
、
上
下
水
道
、

生
活
環
境
に
関
わ
る
委
員
会
で
す
。

令和元年５月 26 日に開通した瀬田川令和大橋
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静
岡
県
沼
津
市

　

首
都
圏
に
近
い
沼
津
市
に
お
い
て
も

人
口
減
少
な
ど
時
代
の
変
化
・
環
境
の

変
化
か
ら
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
よ
う
と
民
間
主
導
の「
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
」が
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。
利
用
者
が
減
少
し
解
体
も
計

画
さ
れ
て
い
た「
少
年
自
然
の
家
」を
活

用
し
、
泊
ま
れ
る
公
園
に
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
さ
れ
た「
Ｉ
Ｎ
Ｎ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｋ
」を
視
察
し
ま
し
た
。

復旧工事が完了した永谷池

　
静
岡
県
熱
海
市

　

熱
海
市
は
古
く
か
ら
の
温
泉
観
光
地

で
す
が
、
昭
和
40
年
代
前
半
を
ピ
ー
ク

に
人
口
も
観
光
客
も
減
少
、
空
き
店
舗

も
増
え
景
観
を
悪
く
す
る
な
ど
の
問
題

が
起
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
起
業

者
支
援
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

の
開
催
な
ど
、
ま
ち
の
賑
わ
い
を
取
り

戻
す
た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

所
管
事
務
調
査

　
８
月
１
日
、
２
日
に
静
岡
県
熱
海
市
と
沼
津
市
に
お
い
て
「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち

づ
く
り
」
と
は
、
今
あ
る
も
の
を
活
か
し
、
新
し
い
使
い
方
を
し
て
、
ま
ち
を
変

え
る
こ
と
で
す
。

視
察
研
修

リノベーションスクールの様子

公園内テントエリア



2019.11 14

特別委員会報告
　

非
公
開
と
さ
れ
た
第
三
者
委
員
会
の

答
申
の
基
と
な
っ
た
選
挙
管
理
委
員
会

と
市
が
依
頼
し
た
弁
護
士
３
人
に
よ
る

聞
き
取
り
調
査
報
告
書
に
つ
い
て
、
提

出
さ
れ
た
資
料
は
証
言
の
食
い
違
い
や

記
憶
が
曖
昧
で
事
実
認
定
が
で
き
ず
、

公
開
す
る
こ
と
が
関
係
者
の
著
し
い
不

開
票
事
務
不
正
調
査
特
別
委
員
会

　
７
月
17
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
議
会
と
し
て
開
示
を
求
め
て
い
た
第
三
者
委

員
会
の
答
申（
平
成
31
年
２
月
３
日
選
挙
管
理
委
員
会
へ
答
申
）の
基
と
な
っ
た
非

公
開
文
書
で
あ
る
弁
護
士
に
よ
る『
聞
き
取
り
調
査
報
告
書
』の
写
し
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
確
認
し
ま
し
た
。

利
益
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
混
乱
を
招

く
恐
れ
が
あ
る
な
ど
の
理
由
で
、
令
和

元
年
７
月
17
日
の
委
員
会
の
聞
き
取
り

調
査
報
告
書
の
確
認
を
賛
成
多
数
で
非

公
開
の
秘
密
会
と
し
て
閲
覧
し
、
答
申

の『
選
挙
事
務
に
係
る
不
適
正
処
理
に

関
す
る
検
証
お
よ
び
再
発
防
止
策
に
つ

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

広
報
特
別
委
員
会

議
会
改
革
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

委
員
会
で
は
今
後
の
議
会
改
革
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
検
討
、
確
認

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
議
会
基
本
条
例
や
議
会
報

告
会
の
検
証
、
広
報
広
聴
の
あ
り
方
検

討
等
に
取
り
組
む
と
共
に
、
議
員
間
討

議
の
検
討
と
試
行
に
取
り
組
む
こ
と
に

つ
き
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
７
月
31
日
、
10
月
８
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
議
会
改
革
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
検
証
、
議
員
間
討
議
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

甲賀市議会　議会改革ロードマップ

　

広
報
特
別
委
員
会
で
は
こ
の
２
年

間
、
視
察
受
入
や
広
報
セ
ミ
ナ
ー
で
学

ん
だ
こ
と
を
、
で
き
る
限
り
議
会
だ
よ

り
の
編
集
に
活
か
し
て
き
ま
し
た
。
ま

ち
か
ど
ア
ン
ケ
ー
ト
や
高
校
生
モ
ニ

タ
ー
会
議
な
ど
も
積
極
的
に
行
い
、
市

民
の
み
な
さ
ん
や
若
い
世
代
の
意
見
も

で
き
る
だ
け
取
り
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

市
議
会
だ
よ
り
も
今
号
で
節
目
の
60

号
と
な
り
、
今
の
委
員
会
で
は
８
回
目

の
発
行
と
な
り
ま
す
。
現
在
の
委
員
で

は
最
後
と
な
り
ま
す
が
、
県
市
議
会
議

長
会
で
は
広
報
広
聴
に
つ
い
て
勉
強
会

も
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
、
広
報
広
聴

の
役
割
が
よ
り
重
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
に
よ
り
親
し
ま

れ
る
市
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

い
て
』と
聞
き
取
り
調
査
報
告
書
を
突

き
合
わ
せ
確
認
を
行
い
ま
し
た
。結
果
、

３
人
の
弁
護
士
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査

内
容
に
つ
い
て
は
、
何
が
事
実
認
定
で

き
何
が
事
実
認
定
で
き
な
い
か
、
ま
た

経
緯
や
状
況
、
職
員
の
心
情
な
ど
に
つ

い
て
の
確
認
は
一
定
で
き
ま
し
た
が
、

特
段
、
隠
蔽
等
に
関
す
る
発
言
や
新
た

な
事
実
を
裏
付
け
す
る
も
の
は
確
認
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

議
員
間
討
議
の
検
討
・
試
行

　

議
員
間
討
議
に
つ
い
て
は
先
進
地
の

福
島
県
会
津
若
松
市
に
そ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
学
ぶ
な
ど
調
査
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
委
員
会
等
に
お
け
る
議
案

審
査
の
議
論
を
よ
り
活
発
に
す
る
と
と

も
に
、
意
思
決
定
ま
で
の
議
論
の
活
性

化
を
目
的
に
ま
ず
は
議
員
間
討
議
を
試

行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令和元年度 令和２年度

４～６月 ７～９月 10 ～ 12月 １～３月 ４～６月 ７～９月

議会報告会の
検証

R2議会報告会の
計画

住民投票条例の
検討

議員間討議の
検討・試行

議決事件の
検討

議会BCP（業務継続計画）
の策定

龍谷大学との
パートナーシップ

協定締結
議会広報の充実
（SNSの活用）

タブレット
検証 広報広聴のあり方検討

議会基本条例の検証

商業施設でのまちかどアンケート
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 QRコード で質問の
録画が見られます。

議員は選挙区内のお祭への寄付や差し入れが禁止されています。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

教育委員会事務局理事 教育理事
総務部理事 総務理事 産業経済部理事 産経理事 危機・安全管理統括監 危機統括監

総合政策部長 総政部長 市民環境部長 市環部長 健康福祉部長 健福部長
産業経済部長 産経部長 こども政策部長 こ政部長 総合政策部理事 総政理事

■答弁者の凡例

公職選挙法メモ

順番 氏　　名 質問事項

10 岡
おか

田
だ

　重
しげ

美
み

1　誰もが自分らしく生きられる社会へ
ジェンダー平等について

2　青土ダムエコーバレイの施設整備に
ついて

3　旧東海道の町並み保全について
4　より便利なコミバス・コミタク運行

について

11 田
た

中
なか

　將
まさ

之
ゆき

1　スカーレット放映開始に伴う対策に
ついて

2　甲賀市文化芸術条例の制定を

12 田
た

中
なか

　新
あら

人
と

1　スポーツ及び施設について
2　ＩＣＴ獣害対策について
3　旧東海道の舗装整備について

13 山
やま

中
なか

　善
よし

治
はる

1　市道春日八田２号線八田地先の通学
路の安全対策について

2　大型特殊免許（農耕用）取得にかか
る補助金支援について

3　甲賀市の学力向上について

14 山
やま

中
なか

　修
しゅう

平
へい 1　ＪＲ貴生川駅自由通路の清掃管理と

雨漏り対応を問う

15 橋
はし

本
もと

　律
りつ

子
こ

1　学校給食による食育・地産地消の促
進について

2　地域包括ケアシステムの新たな展開
について

16 里
さと

見
み

　　淳
あつし

1　余裕教室活用について

17 小
お

河
がわ

　文
ふみ

人
と

1　新教育委員会体制から・３年を振り
返る

2　老朽化した校舎の早期対策について
3　議員視察研修の職員参加について

18 橋
はし

本
もと

　恒
ひさ

典
のり

1　甲賀市青少年安全誓いの日関連事業
について

2　全国植樹祭開催に向けた取り組みと
鹿深夢の森の整備と今後の利活用に
ついて

3　広島平和記念事業について

19 小
こ

西
にし

喜
き

代
よ

次
つぐ

1　市立医療機関・老健施設での無料低
額診療事業の実施について

2　大戸川ダムは中止し、ダムに頼らない
治水対策を最優先することについて

3　公立甲賀病院の休床病棟の早期再開
について

4　学校の改修計画と雲井小学校のプー
ル等の修繕補修について

20 竹
たけ

若
わか

　茂
しげ

國
くに 1　甲賀市地域防災について

2　会計年度任用職員制度について

順番 氏　　名 質問事項

１ 田
た

中
なか

　喜
よし

克
かつ

1　市の情報受発信にＬＩＮＥ地方公共団
体向けプランの活用・導入について

2　滋賀・甲賀は仏像文化の宝庫、それが
一堂に会する博物館の整備について

3　近江鉄道の甲賀市としての存続意
義・必要性の認識について

4　国際交流、住民が望む多方面・異文
化交流について

２ 森
もり

田
た

　久
ひさ

生
お

1　「当市の商工業振興支援施策」につ
いて

2　「ＩＣＴを活用した市の業務支援」
について

３ 土
つち

山
やま

　定
さだ

信
のぶ

1　クリーンセンター滋賀の安全は確保
されているのか

2　クリーンセンター付近の環境整備に
ついて

４ 戎
えびすわき

脇　　浩
ひろし 1　マイナンバーカードによる地域活性

化策について

５ 山
やま

岡
おか

　光
みつ

広
ひろ

1　学校図書活動の推進について
2　市職員の「現職死」をなくし、健康

で働きやすい職場環境をつくること
について

3　「簡易委託駅」その後について
4　高齢者による交通事故を防ぐため

「アクセル制御システム」設置に補
助を

5　子どもたちの通学の安全対策について

６ 糸
いと

目
め

　仁
まさ

樹
き

1　民間救急車の利用促進の広報を
2　コミバス等をスマホで検索可能にで

きないか

７ 辻
つじ

　　重
しげ

治
じ 1　地域振興事業について

2　農村振興について

８ 堀
ほり

　　郁
いく

子
こ

1　希望ある幸齢社会実現に向けて
2　防災について
3　市税の納付忘れを防ぐためにSMSを

活用してはどうか
4　給食費などの学校納入金を市で徴

収・管理をしてはどうか
5　部活動指導員やスクール・サポート・

スタッフの拡充について

９ 鵜
う

飼
かい

　　勲
いさお

1　陶芸の森前私有地と当該地権者に対
する甲賀市債権の関係について

2　平成 31 年度全国学力・学習状況調
査の総括と市の考え方について

市の考えを問う20人の
議員が

令和元年　第２回甲賀市議会定例会一般質問

市の考えを問う 目次20人の
議員が

令和元年
９月11日・12日・13日・17日

（通告順）



2019.11 16

 QRコード で質問の
録画が見られます。

議員や後援会が選挙区内に有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

田
中　
喜
克

あ
ら
ゆ
る
優
位
性
か
ら
存
続
を
望
む

近
江
鉄
道
の
存
続
意
義
と
必
要
性
は

Q
草
津
線
、
近
江
鉄
道
、
高
原
鐵
道
各
線
の
将
来
に

向
け
た
利
活
用
の
考
え
方
は
ど
の
よ
う
に
。

 

市
長　
市
内
の
各
鉄
路
が
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
現
時
、
市
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
る
。
こ
れ

を
よ
り
利
活
用
し
、
計
画
の
貴
生
川
駅
周
辺
特
区
構
想

や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
通
等
を
見
据
え
た
市
の
将
来

の
都
市
構
造
構
築
に
結
び
付
け
た
い
。

Q
市
の
情
報
受
発
信
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
導
入
で
、

行
政
情
報
を
市
民
に
正
確
か
つ
迅
速
に
届
け
ら
れ
る
シ

ス
テ
ム
の
確
立
は
出
来
な
い
か
。

 

総
政
理
事　
市
で
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
は
既
に「
子
育
て

支
援
」分
野
で
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
、
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
る
。
紹
介
の「
道
路
の
不
具
合
等
を
通

報
す
る
仕
組
み
」や「
粗
大
ご
み
回
収
の
受
付
」等
、様
々

な
先
進
活
用
例
を
参
考
に
庁
内
協
議
や
詳
細
を
聞
き
取

り
、
実
施
に
向
け
研
究
を
進
め
る
。

A Q

森
田　
久
生

隣
接
43 

ha
の
第
二
期
計
画
も
検
討

甲
賀
北
工
業
団
地
の
次
期
開
発
展
望
は

Q
地
場
産
業「
信
楽
焼
」「
甲
賀
の
薬
」業
界
年
間
生
産

額
、
市
税
法
人
納
税
額
、
今
年
度
助
成
予
算
額
は
。

 

産
経
部
長　

信
楽
焼
生
産
額
約
33
億
円
、
法
人
納

税
額
約
３
千
万
円
、
助
成
予
算
は
伝
産
業
会
館
新
設

も
含
め
５
億
５
２
０
０
万
円
。
甲
賀
の
薬
生
産
額

約
５
７
４
億
円
、
納
税
額
約
７
億
円
、
助
成
予
算

１
１
０
０
万
円
。

Q
地
場
産
業
振
興
の
観
点
か
ら
、
市
へ
の
貢
献
度
に

見
合
う
、甲
賀
の
薬
に
対
す
る
助
成
が
少
な
い
の
で
は
。

 

市
長　
信
楽
焼
は
、
観
光
面
の
貢
献
も
大
き
く
予
算

規
模
だ
け
で
は
比
較
出
来
な
い
が
、
甲
賀
の
薬
は
、
稼

ぐ
力
の
強
い
重
要
な
基
盤
産
業
と
認
識
。
薬
業
業
界
と

の
意
見
交
換
を
密
に
し
、
振
興
支
援
に
努
め
た
い
。

Q
甲
賀
北
工
業
団

の
今
後
の
展
望
は
。

 

建
設
部
長　

現
在

第
一
期
の
15
・
５
ha

を
開
発
中
で
あ
る

が
、
引
続
き
隣
接
の

第
二
期
、
43 

ha
も
事

業
化
の
検
討
を
進
め

て
い
る
。

A Q

土
山　
定
信

報
告
は
受
け
て
い
な
い

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
問
題
は

Q
令
和
元
年
６
月
に
、
廃
棄
物
を
守
っ
て
い
る
シ
ー

ト
の
下
の
地
下
水
か
ら
、
初
め
て
地
下
水
基
準
の
80
％

（
０・０
０
８㎎
／
ℓ
）の
ヒ
素
が
検
出
さ
れ
た
。

　
５
月
に
は
、
上
の
廃
棄
物
に
触
れ
た
浸
透
水
も
同
じ

程
度
の
ヒ
素
が
検
出
さ
れ
、
シ
ー
ト
に
問
題
が
起
き
た

の
で
は
な
い
か
。

 

市
環
部
長　
７
月
・
８
月
の
ヒ
素
は
不
検
出
で
あ
り

自
然
由
来
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
平
成
29
年
２
月
よ
り
、
廃
棄
物
に
触
れ
た
水
の
ホ

ウ
素
が
急
に
上
昇
し
て
い
る
。
廃
棄
物
の
下
の
地
下
水

も
通
常
の
５
倍
に
な
っ
て
お
り
、
廃
棄
物
に
触
れ
た
水

が
地
下
水
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

 

市
環
部
長　
ホ
ウ
素

は
自
然
由
来
の
可
能

性
が
高
く
、
近
く
で

の
工
事
の
影
響
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

シ
ー
ト
に
破
損
や
劣

化
の
報
告
は
受
け
て

い
な
い
。

　

な
お
、
大
学
の
元

教
授
に
も
確
認
し
た

が
、
問
題
な
い
と
意

見
を
も
ら
っ
た
。

A Q

当市産業振興の起爆剤
着々と工事が進む「甲賀北工業団地」

守り残したい甲賀路・湖東路を
ひた走る近江鉄道

産廃物に触れた水と地下水の関係
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

後援会が選挙区内に花輪・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

戎
脇　
　
浩

様
々
な
活
用
方
法
を
積
極
的
に
検
討

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
有
効
利
用
を

Q
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
は
、
番
号
本
体
以
外
に
空
き

領
域
が
あ
り
、
こ
の
部
分
の
有
効
活
用
が
制
度
発
足
当

初
か
ら
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
国
で
は
消
費
活
性
化
策

と
し
て
、
カ
ー
ド
の
空
き
領
域
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
の

「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」制
度
を
計
画
し
て
い
る
。
カ
ー
ド

の
保
有
が
前
提
と
な
る
が
、
本
市
の
取
り
組
み
は
ど
う

か
。

 

総
政
理
事　
国
の
詳
細
設
計
な
ど
を
情
報
収
集
し
、

本
市
に
と
っ
て
最
も
効
果
的
な
方
法
を
検
討
す
る
。

Q
市
民
活
動
へ
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
な
ど
も
含
め
、
ま

ず
は「
公
」が
取
り
組
ま
な
い
と
市
民
は
利
用
で
き
な

い
。行
政
の
責
任
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

市
長　

地
域
の
消
費
拡
大
や
住
民
活
動
の
推
進
に

カ
ー
ド
を
活
用
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
取
り
組

み
が
必
要
と
認
識
し
て

る
。
カ
ー
ド
の
保
有
率

や
安
全
性
な
ど
課
題
は

多
い
が
、
国
や
他
自
治

体
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
様
々
な
活
用
方
法

を
積
極
的
に
検
討
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

A Q

山
岡　
光
広

司
書
と
の
意
見
交
換
を
重
ね
検
討

学
校
司
書
の
増
員
、
７
名
へ
復
活
を

Q
学
校
図
書
活
動
推
進
に
欠
か
せ
な
い
学
校
司
書
。

今
年
度
か
ら
５
名
に
減
員
。
７
名
に
復
活
す
べ
き
。

 

教
育
部
長　
学
校
司
書
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
学
校
司
書
と
意
見
交
換
を
重
ね
、
来
年
度
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

Q
市
職
員
の
現
職
死
が
合
併
以
降
９
名
、
う
ち
死
因

が
癌
。
健
康
で
働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く
る
た
め
に
、

健
診
に「
癌
の
リ
ス
ク
検
診
」を
加
え
よ
。

 

総
務
部
長　
現
在
は
希
望
者
に
よ
る
個
人
負
担
。
委

託
先
の
県
共
済
組
合
に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
市
と

し
て
必
要
な
独
自
施
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
考
え
。

Q
高
齢
者
に
よ
る
事
故
が
多
い
。
事
故
防
止
の
た
め

に
ア
ク
セ
ル
制
御
シ
ス
テ
ム
設
置
に
対
し
て
市
補
助
制

度
を
創
設
で
き
な
い
か
。

 

市
長　
東
京
都
を
は
じ
め
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
制

度
化
さ
れ
て
い
る
が
県
内
で
は
な
い
。
自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
普
及
状
況
を
み
な
が
ら
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

A Q

糸
目　
仁
樹

来
年
度
運
用
開
始
を
目
指
す

ス
マ
ホ
で
検
索
可
能
な
コ
ミ
バ
ス
に

Q
誰
も
乗
っ
て
い
な
い
コ
ミ
バ
ス
を
依
然
よ
く
見
る
。

コ
ミ
バ
ス
を
利
用
し
な
い
理
由
は
、
必
要
な
バ
ス
が
無

い
場
合
も
あ
る
が
、
必
要
な
バ
ス
が
あ
っ
て
も
知
ら

な
い
か
ら
乗
ら
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

甲
賀
市
の
コ
ミ
バ

ス
は
ス
マ
ホ
路
線

検
索
で
は
出
な
い
。

検
索
を
可
能
に
し
、

投
資
な
く
利
用
促

進
を
図
れ
な
い
か
。

 

建
設
部
長　

本
年

度
中
に
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
の
準
備
を

し
、
来
年
度
か
ら

検
索
可
能
な
状
態
を
実
現
す
る
。

Q
大
規
模
災
害
時
の
備
え
と
平
時
の
救
急
車
適
正
利

用
促
進
の
た
め
、
民
間
救
急
車
普
及
促
進
を
昨
年
12
月

議
会
で
要
望
し
、
す
こ
や
か
支
援
課
の「
社
会
資
源
の

し
お
り
」に
て
業
者
情
報
の
掲
載
を
頂
い
た
。
も
う
一

歩
踏
み
込
み
、
市
と
し
て
啓
発
・
業
者
情
報
掲
載
の
ポ

ス
タ
ー
等
で
広
報
出
来
な
い
か
。

 

危
機
統
括
監　
甲
賀
広
域
行
政
組
合
と
の
協
議
で
検

討
し
た
い
。

A Q

総務省が個人番号カード取得者を対象にした
ポイント還元策を実施予定

コミバスをスマホで検索可能にして利用促進を
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

選挙区内の議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求をすることは禁止されています。

辻　
　
重
治

関
係
機
関
と
協
議
し
進
め
る

地
域
振
興
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Q
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
状
況
は
。

 

市
環
部
長　
当
初
計
画
を
確
保
す
る
た
め
、
施
設
整

備
を
し
、
３
月
末
の
埋
立
て
進
捗
率
は
55
・
６
％
で
あ

る
。
施
設
の
安
全
対
策
で
は
、
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
や

各
種
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
実
施
し
て
い
る
。

Q
地
域
振
興
事
業
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

 

総
政
部
長　
平
成
30
年
度
末
で
甲
賀
地
域
は
30
事
業

の
う
ち
18
事
業
が
完
成
。
助
成
額
は
約
58
％
。
土
山
地

域
は
22
事
業
の
内
10
事
業
が
完
成
。
助
成
額
は
52
％
。

両
地
域
と
も
公
社
及
び
県
と
協
議
を
進
め
推
進
す
る
。

Q
農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
は
。

 

産
経
理
事　
豪
雨
等
に
よ
り
、
た
め
池
の
機
能
確
保

と
決
壊
等
に
よ
る
被
害
防
止
の
た
め
知
事
へ
の
届
け
出

が
必
要
で
、
機
能
発
揮
に
適
正
な
管
理
に
務
め
る
こ
と

で
あ
る
。

Q
家
族
農
業
へ
の
対

応
は
。

 

産
経
理
事　
過
疎
化

高
齢
化
が
進
む
中
、

新
し
い
家
族
農
業
の

姿
を
創
出
し
多
面
的

役
割
を
発
揮
で
き
る

支
援
策
の
構
築
を
考

え
る
。

A Q

堀　
　
郁
子

社
協
で
居
場
所
作
り
や
相
談
窓
口
設
置

８
０
５
０
問
題
へ
の
市
の
相
談
体
制
は

Q
全
国
調
査
で
40
～
64
才
で
ひ
き
こ
も
り
状
態
の
人

は
約
61
万
人
と
の
結
果
が
出
て
高
齢
の
父
母
が
家
計
を

支
え
る
８
０
５
０
問
題
の
深
刻
さ
が
現
れ
て
き
た
。
市

の
対
応
に
つ
い
て
聞
く
。
本
人
の
居
場
所
作
り
や
家
族

の
会
は
あ
る
の
か
。
ひ
き
こ
も
り
の
方
が
１
人
で
生
活

が
出
来
る
よ
う
に
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

相
談
窓
口
を
し
て
は
。
厚
労
省
が
強
化
す
る「
断
ら
な

い
相
談
支
援
」の
補
助
金
で
例
え
ば「
お
く
や
み
コ
ー

ナ
ー
」等
を
設
置
し
て
は
。
も
っ
と
相
談
窓
口
を
見
え

る
化
し
て
は
。

 

健
福
部
長　
居
場
所
は
社
協
で
月
２
回
第
２
第
４
木

曜
日
に
実
施
。
家
族
の
会
は
甲
賀
保
健
所
で
月
１
回
開

催
。
11
軒
の
べ
65
回
開
催
。
相
談
窓
口
は
社
協
で
家
計

改
善
支
援
事
業
を
行
い
昨
年
は
28
人
に
プ
ラ
ン
作
成

し
た
。
現
在
生
活

支
援
課
は
断
ら
な

い
ス
タ
ン
ス
で
し

て
い
る
。
社
協
で

ご
近
所
福
祉
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

各
町
１
名
が
困
り

事
相
談
受
け
て
い

る
。 A Q

鵜
飼　
　
勲

個
々
の
事
案
に
つ
い
て
答
弁
を
控
え
る

陶
芸
の
森
前
私
有
地
取
得
に
つ
い
て

Q
本
件
土
地
売
買
に
係
る

契
約
の
相
手
方
は
誰
か
。

 

産
経
部
長　
土
地
の
所
有

者
で
あ
る
個
人
２
名
。

Q
抵
当
権
の
抹
消
は
誰
の

責
任
に
お
い
て
さ
れ
る
の

か
。

 

産
経
部
長　
契
約
の
相
手

方
が
抹
消
の
事
務
を
行
う
。

Q
本
市
が
有
す
る
反
対
債

権
が
存
在
す
る
の
か
否
か
。

 

総
務
理
事　
地
方
税
法
22
条
、
秘
密
漏
え
い
に
対
す

る
罪
に
よ
り
答
弁
を
差
し
控
え
る
。

Q
本
市
が
有
す
る
反
対
債
権
の
総
額
は
。　
　

 

総
務
理
事　
審
議
に
あ
た
っ
て
の
質
問
だ
が
、
税
法

の
規
定
に
基
づ
い
て
お
答
え
出
来
な
い
。

Q
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の
本
市
の
状
況
は
。

 

教
育
長　
結
果
に
つ
い
て
は
、
県
と
同
じ
傾
向
で
あ

り
全
教
科
で
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。

Q
本
市
の
学
力
向
上
に
向
け
た
総
括
は
。　
　
　
　

 

教
育
長　
個
々
の
児
童
生
徒
の
課
題
を
解
決
す
る
取

り
組
み
を
継
続
的
に
行
い
、
地
域
と
連
携
し
放
課
後
や

長
期
休
暇
中
に
お
け
る
学
習
会
な
ど
も
充
実
さ
せ
る
。

A Q

購入予定の私有地全景

地域を守る小規模農家

断らない相談窓口
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 一般質問

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

選挙区内の有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

岡
田　
重
美

田
中　
將
之

田
中　
新
人

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
実
現
は
重
要

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
対
す
る
認
識
は

Q
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
、
女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性

も
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
多
様
な
性
も
含
む
す
べ
て
の
人
の
問

題
で
あ
り
、
誰
も
が
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
尊
厳
さ
れ

る
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に

対
す
る
市
長
の
認
識
は
。

 

市
長　
全
て
の
市
民
の
人
権
が
等
し
く
尊
重
さ
れ
、

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
の
実
現
が
大
変

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Q
青
土
ダ
ム
エ
コ
ー
バ
レ
イ
内
ブ
ル
ー
リ
バ
ー
パ
ー

ク
駐
車
場
に
洋
式
ト
イ
レ
の
整
備
を
。
ブ
ル
ー
シ
ャ

ト
ー
２
階
へ
の
階
段
に
安
全
の
た
め
手
す
り
設
置
を
。

 

建
設
部
長　
洋
式
ト
イ
レ
へ
の
改
修
は
必
要
。
計
画

的
に
実
施
し
た
い
。
手
す
り
設
置
は
指
定
管
理
者
と
協

議
す
る
。

Q
旧
東
海
道
町
並
み

保
全
に
関
す
る
市
の

考
え
は
。

 

教
育
部
長　
必
要
な

調
査
を
実
施
し
た
上

で
、
所
有
者
や
地
域

の
方
々
の
保
全
に
向

け
た
取
り
組
み
を
支

援
し
て
い
く
。

A Q

市
民
の
意
見
を
反
映
し
進
め
た
い

甲
賀
市
文
化
芸
術
条
例
の
制
定
を

Q
過
去
２
回
に
わ
た
り
定
例
会
で
、
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
質
問
を
し
た
。
文
化
芸
術
に
関
す
る
条
例
の
制

定
は
、
市
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
が
２
０
１
９
年
に

最
終
年
を
迎
え
る
の
で
、
こ
の
10
年
間
の
経
過
を
踏
ま

え
、
課
題
な
ど
を
し
っ
か
り
と
整
理
し
た
上
で
対
応
を

検
討
し
た
い
」と
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
現
在
、
市
で
は
、
市
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
２
次

計
画
の
策
定
に
向
け
て
審
議
会
を
開
催
し
計
画
素
案
を

策
定
し
て
い
る
が
、
条
例
化
に
つ
い
て
審
議
会
で
議
論

を
し
た
の
か
。
ま
た
、
条
例
制
定
に
つ
い
て
市
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

 
教
育
部
長　
こ
れ
ま
で
条
例
化
に
つ
い
て
市
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
審
議
会
で
の
議
論
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

今
後
の
審
議
会
で
文

化
芸
術
条
例
を
審
議

い
た
だ
く
。

 

市
長　

条
例
を
制

定
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
な
に
よ
り
も
市

民
の
意
見
が
十
分
反

映
さ
れ
た
も
の
に
な

る
よ
う
に
進
め
て
い

き
た
い
。

A Q

進
捗
率
は
全
体
工
事
の
24
％
出
来
高

新
水
口
体
育
館
の
工
事
進
捗
状
況
は

Q
空
調
設
備
の
能
力
と
Ｇ
Ｈ
Ｐ（
ガ
ス
・
ヒ
ー
ト
・
ポ

ン
プ
エ
ア
コ
ン
）の
採
用
と
Ｅ
Ｈ
Ｐ
と
の
比
較
検
討
は
。

 

教
育
理
事　
Ｅ
Ｈ
Ｐ
電
気
モ
ー
タ
ー
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

を
採
用
し
、
冷
暖
房
と
し
て
50
ｋ
ｗ
～
１
１
２
ｋ
ｗ
の

能
力
。
比
較
検
討
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
は
Ｇ
Ｈ
Ｐ
が

優
れ
て
い
る
が
初
期
投
資
が
高
く
Ｅ
Ｈ
Ｐ
を
採
用
。

Q
総
合
型
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
市
の
考

え
方
は
。

 

教
育
部
長　

地
域

に
と
っ
て
欠
か
せ
な

い
存
在
で
、
各
ク
ラ

ブ
が
活
発
に
活
動
で

き
る
よ
う
連
絡
協
議

会
や
関
係
団
体
等
と

意
見
交
換
を
進
め
連

携
を
図
る
。

Q
獣
害
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）の
採
用
は
。

 

産
経
理
事　
４
月
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
室
が
設
置
さ
れ
た
。

猿
の
位
置
情
報
を
把
握
で
き
有
効
な
手
段
。

Q
旧
東
海
道
の
舗
装
整
備
を
。

 

建
設
部
長　
経
年
劣
化
や
水
道
管
の
取
り
出
し
な
ど

占
用
行
為
に
よ
り
凹
凸
が
積
み
重
な
り
良
好
で
な
い
箇

所
が
あ
る
。そ
の
状
況
を
勘
案
し
面
的
な
補
修
を
検
討
。

A Q

建設中の新水口体育館

旧東海道土山宿の町並み

やまなみ工房で制作に励む岡元俊雄さん
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 QRコード で質問の
録画が見られます。 ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

議員が選挙区内にあるもの対して寄付をすることは、いかなる名義でも禁止されています。

一般質問

山
中　
善
治

山
中　
修
平

住
民
の
意
向
を
反
映
す
る

通
学
路
付
近
の
開
発
の
安
全
対
策
は

Q
通
学
路
の
安
全
対
策

条
例
の
設
置
の
必
要
性

は
。

 

建
設
部
長　
道
路
を
新

設
ま
た
は
改
築
す
る
場

合
に
は「
甲
賀
市
道
の
構

造
の
技
術
的
基
準
を
定

め
る
条
例
」が
定
め
ら
れ

て
い
る
が
、
通
学
路
に

特
化
し
た
条
例
は
な
い
。

今
後
、
園
児
等
の
移
動

経
路
に
お
け
る
安
全
確

保
に
つ
い
て
も
対
策
を
検
討
す
る
。

Q
開
発
行
為
に
お
け
る「
甲
賀
市
み
ん
な
の
ま
ち
を
守

り
育
て
る
条
例
」の
趣
旨
尊
重
を
問
う
。

 

建
設
部
長　
条
例
で
は
、
土
地
の
利
用
目
的
を
変
更

す
る
時
、
区
域
が
１
千
㎡
以
上
の
場
合
に
手
続
き
が
必

要
で
、
近
隣
住
民
へ
の
周
知
や
造
成
行
為
に
対
す
る
技

術
的
な
基
準
に
よ
る
整
備
な
ど
を
求
め
て
い
る
。
近
隣

住
民
へ
の
周
知
は
開
発
事
業
区
域
の
隣
地
境
界
線
か
ら

15
ｍ
の
範
囲
の
土
地
所
有
者
、
住
民
に
対
し
て
開
発
事

業
の
計
画
概
要
等
を
周
知
す
べ
き
事
項
と
定
め
、
事
業

計
画
概
要
等
を
説
明
し
た
上
で
、そ
の
意
向
を
聴
取
し
、

可
能
な
限
り
事
業
計
画
に
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。

A Q

市
の
顔
に
相
応
し
く
美
化
に
努
め
る

貴
生
川
駅
自
由
通
路
の
管
理
を
問
う

Q
市
の
管
轄
エ
リ
ア
は
。

 

建
設
部
長　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
階
段
と
連
絡
橋
の
全

幅
員
で
あ
り
、
改
札
の
入
口
と
自
販
機
設
置
場
所
は
Ｊ

Ｒ
の
管
理
で
あ
る
。

Q
駅
の
清
掃
管
理
と
実
態
の
認
識
は
。

 

建
設
部
長　
障
が
い
者
就
労
支
援
部
会
を
通
し
、
週

２
回
実
施
し
て
頂
い
て
い
る
が
、
老
朽
化
と
汚
れ
の
蓄

積
を
認
識
し
て
い
る
。

Q
他
の
駅
で
し
て
い
る
専
門
業
者
に
よ
る
清
掃
は
。

 

建
設
部
長　
Ｊ
Ｒ
、
近
江
鉄
道
と
の
協
議
が
必
要
で
、

近
年
は
で
き
て
い
な
い
が
、
前
向
き
に
検
討
す
る
。

Q
自
由
通
路
の
中
ほ
ど
で
ひ
ど
い
雨
漏
れ
が
す
る
が
。

 
建
設
部
長　
把
握
し
て
い
る
。
樋
に
小
枝
な
ど
が
溜

る
こ
と
に
因
る
が
、
縦
樋
も
含
め
改
善
を
図
る
。

Q
自
由
通
路
の
業
者
清
掃

と
雨
漏
れ
対
策
を
願
う
。

 

市
長　

甲
賀
市
の
玄
関

口
と
し
て
良
好
な
環
境
に

な
る
よ
う
、
専
門
業
者
に

よ
る
清
掃
や
雨
漏
れ
の
修

繕
を
実
施
し
、
貴
生
川
駅

周
辺
特
区
構
想
を
踏
ま
え

て
抜
本
的
な
対
策
を
検
討

す
る
。

A Q

橋
本　
律
子

地
域
食
材
重
視
し
、
米
飯
増
進
を
図
る

米
飯
給
食
増
進
と
確
か
な
地
産
地
消
を

A Q

市が管理している貴生川駅自由通路

安全対策が待たれる通学路

Q
学
校
給
食
で
の
食
育
の
現
状
と
課
題
は
。

 

健
福
部
長　
食
習
慣
・
毎
日
の
朝
食
摂
取
の
推
進
に

努
め
て
い
る
。
し
か
し
、
成
人
期
に
な
る
と
４
人
に
一

人
が
朝
食
を
食
べ
て
い
な
い
現
状
。
給
食
で
は
ア
レ
ル

ギ
ー
の
増
加
や
地
場
産
野
菜
活
用
な
ど
が
課
題
。

Q
給
食
に
地
産
地
消
を
今

後
ど
う
図
る
。

 

教
育
部
長　

地
元
産
の

食
材
の
活
用
は
重
要
。
郷

土
愛
の
醸
成
を
向
上
す
る

た
め
、
よ
り
積
極
的
な
活

用
に
努
め
る
。

Q
米
飯
給
食
回
数
の
増
進

を
よ
り
進
め
る
考
え
は
。

 

教
育
部
長　

来
春
操
業

予
定
の
西
部
給
食
セ
ン

タ
ー
で
は
炊
飯
室
を
整
備

す
る
こ
と
か
ら
県
水
準
の
週
４
回
へ
努
力
し
た
い
。

Q
市
民
か
ら
の
相
談
な
ど
の
増
加
に
ど
う
対
処
で
き

る
か
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
新
た
な
展
開
を
。

 

健
福
部
長　

現
在
の
保
健
セ
ン
タ
ー
・
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
等
だ
け
で
は
難
し
い
状
況
。
地
域
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
・
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
地
域
力
を
活
用

で
き
る
方
向
を
検
討
す
る
。

県内の米飯給食回数例
地　区 回数（週） 米以外献立（平均値）

高島市 4.5 ～ 4.75 パン　月1回
麺　　月9回

野洲市 4.25 ～ 4.75 パン　月1 ～ 2回
麺　　月1回

草津市 4.75 パン・麺　月1回
甲賀市 3.25 パン・麺　月4回
県平均 3.85
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 QRコード で質問の
録画が見られます。

里
見　
　
淳

小
河　
文
人

橋
本　
恒
典

有
効
活
用
へ
前
向
き
に

余
裕
教
室
活
用
に
つ
い
て

Q
雲
井
小
学
校
の
余
裕
教
室
を
児
童
ク
ラ
ブ
に
活
用

し
た
事
例
に
つ
い
て
ど
う
だ
っ
た
か
。

 

教
育
部
長　
学
校
敷
地
内
で
の
設
置
で
安
全
な
居
場

所
の
確
保
が
で
き
、
学
校
と
児
童
ク
ラ
ブ
が
連
携
を
取

り
な
が
ら
順
調
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

Q
今
後
の
余
裕
教
室
の
活
用
に
つ
い
て
は
。

 

教
育
部
長　
活
用
を
希
望
さ
れ
る
団
体
と
十
分
協
議

を
行
い
な
が
ら
、
有
効
活
用
へ
前
向
き
に
対
応
す
る
。

Q
ミ
ホ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
た「
紫
香
楽
宮
と

甲
賀
の
神
仏
展
」の
展
示
の
内
容
を
雲
井
小
学
校
の
余

裕
教
室
で
再
現
し
て
は
ど
う
か
。

 

教
育
部
長　
「
史
跡
紫
香
楽
宮
跡
整
備
活
用
計
画
書
」

を
含
め
全
体
像
を
勘
案
し
、
観
光
振
興
を
推
進
し
て
い

く
中
で
検
討
し
て
い
く
。

A Q

合
併
特
例
債
期
限
を
考
慮
し
対
応
す
る

老
朽
化
し
た
校
舎
の
早
期
対
策
を

Q
老
朽
化
校
舎
の
建
替
え
と
文
科
省
の
支
援
は
。

 

教
育
理
事　
こ
れ
ま
で
学
校
施
設
の
多
く
は
、
老
朽

化
の
進
行
に
伴
い
建
築
後
40
年
程
度
で
建
替
え
を
行
っ

て
き
た
。
文
科
省
の
支
援
制
度
に
つ
い
て
は
、
統
合
校

舎
・
危
険
建
物
が
支
援
対
象
と
な
る
。

Q
教
育
委
員
会
は
老
朽
化
校
舎
の
対
応
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
な
計
画
を
持
っ
て
当
た
る
の
か
。

 

教
育
理
事　
現
在
、
小
中
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
る
。
本
計
画
で
は
、
児
童
生
徒
数

の
推
移
を
踏
ま
え
改
修
の
可
否
を
判
断
す
る
。

Q
学
校
再
編
計
画
と
切
り
離
し
て
の
考
え
は
。

 
教
育
理
事　
個
々
の
劣
化
状
況
を
勘
案
し
、
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

Q
合
併
特
例
債
期
限

内
の
計
画
及
び
実
施

は
可
能
か
。

 

教
育
理
事　
合
併
特

例
債
の
期
限
も
考
慮

し
、
地
元
の
要
望
も

受
け
て
い
る
の
で
、

築
45
年
を
経
過
し
た

老
朽
化
し
た
校
舎
は

早
急
に
計
画
を
立
て

対
応
し
て
い
き
た
い
。

A Q

四
万
十
川
水
難
事
故
を
教
訓
に

青
少
年
安
全
誓
い
の
日
関
連
事
業
は

Q
今
年
か
ら
青
少
年
活
動
安
全
誓
い
の
つ
ど
い
を
行

わ
ず
関
連
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
た
経
緯
は
。

 

教
育
長　
事
業
を
よ
り
効
果
的
な
も
の
と
す
る
た
め
、

本
年
度
か
ら
青
少
年
活
動
指
導
者
に
絞
っ
た
研
修
の

場
、
市
民
へ
の
広
報
・
啓
発
、
市
職
員
の
安
全
な
活
動

に
対
し
て
認
識
す
る
機
会
の
３
本
の
柱
で
実
施
す
る
。

Q
全
国
植
樹
祭
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

 

市
長　
県
実
行
委
員
会
に
お
い
て
、
大
会
テ
ー
マ
、

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
決
定
し
、
本
格
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
が

展
開
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Q
鹿
深
夢
の
森
の
今
後

の
利
活
用
は
。

 

市
長　
市
民
が
集
う
総

合
的
な
施
設
と
し
て
の

役
割
が
あ
り
、
今
後
、

複
合
的
な
施
設
の
立
地

を
生
か
し
た
多
世
代
が

触
れ
合
え
る
施
設
と
し

て
充
実
を
図
る
。

Q
広
島
平
和
記
念
事
業
の
意
義
と
成
果
は
。

 

市
長　
本
事
業
は
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
が
戦
争
や

原
爆
の
悲
惨
さ
を
学
び
、
平
和
や
命
の
尊
さ
に
つ
い
て

考
え
る
平
和
学
習
と
し
て
平
成
17
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

て
お
り
、
大
変
有
意
義
で
あ
る
。

A Q

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

タイルが剥がれ落ち、
いたるところにクラックがある信楽小学校

ミホミュージアムでの特別展（すでに終了）

全国植樹祭の主会場となる鹿深夢の森
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 QRコード で質問の
録画が見られます。

小
西
喜
代
次

竹
若　
茂
國

安
全
確
認
に
支
障
。
対
応
を
検
討
す
る

雲
井
小
学
校
駐
車
場
進
入
路
の
改
善
を

Q
無
料
低
額
診
療
事
業
は
、
お
金
が
な
く
て
も
、
保

険
証
が
な
く
て
も
医
療
機
関
に
つ
な
が
る
入
り
口
と
な

る
制
度
。
市
立
医
療
機
関
・
老
健
施
設
で
の
実
施
を
。

 

健
福
部
長　
市
立
施
設
に
お
い
て 

無
料
低
額
診
療
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

Q
８
月
29
日
に
国
交
省
と
大
戸
川
ダ
ム
の
建
設
中
止

を
求
め
、
直
接
交
渉
を
行
っ
た
。
効
果
が
限
定
的
な
大

戸
川
ダ
ム
は
中
止
し
、
ダ
ム
に
頼
ら
な
い
治
水
対
策
を

最
優
先
す
べ
き
。

 

市
長　
ダ
ム
を
起
点
と
し
た
河
川
改
修
で
早
期
整
備

が
図
れ
る
こ
と
か
ら
ダ
ム
建
設
は
必
要
と
考
え
る
。

Q
５
月
１
日
か
ら
甲
賀
病
院
の
病
棟
48
床
が
、
看
護

師
退
職
の
た
め
休
床
さ
れ
て
い
る
。
早
期
再
開
を
。

 

市
長　
地
方
独
立
行
政
法
人
化
で
、
法
人
に
経
営
の

裁
量
が
あ
り
、
患
者
の
受
け
入
れ
に
支
障
が
な
い
こ
と

か
ら
、
市
と
し
て
特
段
の
対
応
は
考
え
て
い
な
い
。

Q
学
校
の
今
後
の
改
修

計
画
と
雲
井
小
学
校
の

プ
ー
ル
等
の
修
繕
補
修

を
求
め
る
。

 

教
育
理
事　
小
中
学
校

施
設
長
寿
命
化
計
画
へ

の
見
直
し
に
よ
り
進
め

て
い
く
。

A Q

防
災
士
位
置
付
け
の
明
確
化
を
は
か
る

防
災
士
が
活
躍
で
き
る
組
織
づ
く
り
を

Q
避
難
困
難
な
人
は
、
体
育
館
の
よ
う
な
集
団
の
中

で
は
生
活
が
で
き
な
い
。

 

危
機
統
括
監　

避
難
困
難

な
人
の
た
め
に
身
近
な
所
に

避
難
所
を
自
主
的
に
置
く
こ

と
は
、推
奨
す
る
べ
き
こ
と
。

Q
防
災
士
の
市
民
認
知
度

は
ま
だ
ま
だ
低
い
。

 

市
長　

防
災
士
の
認
知
度

を
高
め
、
防
災
組
織
に
お
け

る
位
置
付
け
の
明
確
化
を
は
か
る
。

Q【
臨
時
嘱
託
職
員
任
用
】の
条
例
化
に
伴
う
現
職
の

保
育
士
の
処
遇
は
。

 
総
務
部
長　
現
行
の
必
要
職
種
ご
と
に
公
募
採
用
を

基
本
に
、
保
育
士
が
安
心
し
て
働
け
る
制
度
に
取
り
組

む
。

Q
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
よ
る
給
料
、
勤
務
条
件
、

諸
手
当
は
ど
う
す
る
の
か
。

 

総
務
部
長　
常
勤
職
員
と
の
均
衡
を
考
慮
し
制
度
設

計
を
行
い
、
諸
手
当
、
諸
制
度
に
つ
い
て
は
、
総
務
省

の
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
す
す
め
る
。

Q
労
働
組
合
と
真
摯
に
向
き
合
っ
た
対
応
を
。

 

市
長　
臨
時
嘱
託
職
員
は
約
９
０
０
人
お
り
職
員
労

働
組
合
に
も
丁
寧
な
説
明
と
意
見
を
伺
う
。

A Q

議員が選挙区内にあるもの対して寄付をすることは、いかなる名義でも禁止されています。

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
一般質問

傾斜がきつい雲井小学校の駐車
場への進入路

防災士による地域防災訓練

龍谷大学と地域連携協定締結
　甲賀市議会は龍谷大学との間で、双方の持つ資源を活用し両者の連携と相互協力を確立するための
地域人材育成に関する協定を10月16日に結びました。

　主な内容は
■ 高度な学術情報の取得及び専門的研究者との交流な

らびに職務上必要とする研修・研究の機会を得る。
■ 大学院生に対する実践的教育研究の一環としてイン

ターンシップの受け入れ。
　など、相互にメリットを獲得しつつ分権社会における
地域公共政策の高度化・多様化に協力して取り組んで行
くことを目指します。

（左から）龍谷大学 白須正 政策学部教授、北川秀樹 政策学研究科長、甲賀市議会 林田久充 議長、土山定信 副議長
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組合議会報告
甲
賀
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　

  　

10
月
７
日

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定

　
　

歳
入
総
額　

36
億
８
千
万
円

　
　

歳
出
総
額　

36
億
４
千
万
円

　

歳
入
の
主
な
項
目
は
、
収
入
の
76
％

を
占
め
る
構
成
市
の
負
担
金
28
億
１
千

万
円（
甲
賀
市
18
億
４
千
万
円
、
湖
南

市
９
億
７
千
万
円
）と
、
使
用
料
・
手

数
料
収
入
４
億
３
千
万
円
。

　

歳
出
で
は
、衛
生
セ
ン
タ
ー
関
連
で
、

33
人
の
人
件
費
の
他
総
務
費
が
４
億

円
、
し
尿
処
理
費
が
１
億
２
千
万
円
、

ご
み
処
理
費
が
６
億
２
千
万
円
が
主
な

構
成
項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
消
防
関

連
で
は
、
常
備
消
防
費
と
し
て
１
９
３

人
の
人
件
費
14
億
６
千
万
円
が
主
な
構

成
項
目
で
あ
り
ま
す
。

　

衛
生
セ
ン
タ
ー
関
連
で
当
面
の
課
題

と
し
て
、
ご
み
処
理
施
設
の
設
備
改
良

事
業
が
あ
り
ま
す
。
平
成
７
年
度
の
稼

働
か
ら
24
年
目
と
な
る
施
設
の
延
命
化

が
令
和
元
年
度（
元
年
度
は
契
約
の
み
）

か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
５
年
間
で

「
基
幹
的
設
備
改
良
事
業
」と
し
て
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
質 　
疑

　

不
用
額
２
４
６
３
万
円
の
主
な
要
因

と
、
監
査
意
見
書
に
不
用
額
の
記
述
が

一
切
な
く
、
監
査
に
当
た
っ
て
の
認
識

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

 

採
決　
全
員
賛
成
に
て
可
決
・
認
定

  

一
般
質
問

　

甲
賀
市
の
山
岡
光
広
議
員
か
ら
救
急

出
動
状
況
等
に
つ
い
て
、
湖
南
市
の
松

井
圭
子
議
員
か
ら
地
域
循
環
型
の
ト
ン

ネ
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
導
入
方
式
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

２億 700 万円で更新されたはしご付き消防自動車

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

第
２
号
、地
方
公
務
員
法
の
改
正
等
に
付
随
す
る
一
部
改
正
条
例
の
制
定
３
件
、

計
５
議
案
を
審
議
し
、
全
議
案
全
員
賛
成
に
て
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
会

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会　

 

10
月
７
日

　
平
成
31
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の

専
決
処
分

　

法
人
化
に
よ
り
職
員
の
退
職
手
当
組

合
か
ら
脱
退
。
積
立
金
の
返
還
を
歳
入

に
同
額
を
法
人
に
振
り
替
え
る
も
の
。

 

採
決　
全
員
賛
成
に
て
承
認

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定

　

病
院
組
合
の
運
営
に
あ
た
る
会
計
の

決
算
。

 

採
決　
全
員
賛
成
に
て
認
定

　
平
成
30
年
度
公
立
甲
賀
病
院
事
業
会

計
決
算
の
認
定

　

診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
、
新
規

入
院
患
者
数
の
減
少
、
平
均
入
院
日
数

の
短
縮
、
ま
た
外
来
患
者
数
の
減
少
に

よ
り
医
業
収
益
は
大
幅
な
減
収
。
ま
た

新
病
院
建
設
時
の
余
剰
金
の
清
算
を
両

市
に
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
特
別
損
失
の

計
上
で
、
14
億
８
千
万
円
の
純
損
失
と

な
っ
た
。

　

そ
の
原
因
の
詳
細
説
明
を
求
め
、
今

後
の
改
善
策
な
ど
を
併
せ
て
審
査
。

 

採
決　
全
員
賛
成
に
て
認
定

　
病
院
組
合
議
会
が
病
院
事
業
の
予
算

決
算
を
審
査
す
る
こ
と
は
今
回
で
最
後

と
な
り
、
今
後
は
中
期
目
標
、
中
期
計

画
の
議
決
を
通
し
て
病
院
事
業
を
審
査

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
地
方
独
立
行
政
法
人
」
に
な
る
以
前
の
病
院
事
業
会
計
決
算
認
定
、
病
院

組
合
一
般
会
計
決
算
認
定
、
他
１
議
案
が
上
程
さ
れ
慎
重
審
査
の
上
、
承
認
・

認
定
い
た
し
ま
し
た
。

法人化後も変わらず地域の中核病院として



市民の
みなさんに市議会

議員をみぢかに感じて
いただきたいとのおもい
から、議席番号順に全議
員をクローズアップ
していきます。

▼今回発行の紙面で２年間の
任期を終えます。議会広報が
どのように読者に伝わり読ま
れているのか？委員会の試行
錯誤の２年間であったと思い
ます。 ▼広報広聴とは？特に
広聴が重要です。高校生・若
者世代・女性などから意見を
お伺いしながら多くの人に議
会活動を知ってもらう機会に
なりました。 ▼次期広報委員
会に期待したいと思います。
 （広報特別委員　小河文人）

　オープンテラスでの
若者モニター取材は、
清々しい若者との和や
かな会話と、快晴も相

まってとっても気持ちよかったです。私
のポーズ依頼に期待した以上にバリエー
ションを出してくれたり、アイデアを出
し合ってポジティブに撮影ができたのが
写ったと思います。

編集後記

（写真撮影：里見淳委員）

市議会議員紹介

Vol.6

あなたとつなぐ

戎　脇　　　浩 水口町在住

小　河　文　人 信楽町在住

　えびす　　わき　　　　　　ひろし

　お　　　がわ　　ふみ　　　と

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

地域活動や介護経験を活かし、もっともっと好きなまちにしたいと思ったから。

改めて課題の多さに直面し、その解決の困難さに気付かされた。

市民の皆様の代表として、決定することの責任の重さ。

気軽にお声をかけていただける所作。寄り添いながら、お話しを聞くこと。

好天ならば、遠く琵琶湖や八幡山城址まで、四方を見渡せる古城山山頂。

次の世代にツケを残さない夢と希望のある甲賀市へと引き継ぎたい。

議会という公開の場で堂々と議論できること。

即行動、即実行、市民の切実な願いや思いを待たせてはいけない。

自身の考えや年４回の議会報告を機関紙ふみチャンネルでお知らせ。

玉桂寺弘法橋から見る、SKR、勅旨の田園風景、長野の街並。

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？
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議会の傍聴にお越しください！
本会議委員会は誰でも傍聴することがで
きます。傍聴を希望する方は議会事務局
までお問い合わせください。

12 月議会の予定
11月28日 10時～

本会議（第１日）議案上程・提案理由説明
12月６日 10時～

本会議（第２日）議案審議
12月９日 10時～

本会議（第３日）一般質問
12月10日 10時～

本会議（第４日）一般質問
12月11日 10時～

本会議（第５日）一般質問
12月12日 10時～

本会議（第６日）一般質問
12月13・16・17・18
　　　 　９時30分～

委員会
12月19日

委員会予備日
12月23日 10時～

本会議（第７日）最終日

11 月
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

12 月
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31


